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この意では、 58の＜施策＞について記載しています。記載にあたっては、＜政策展開の纂

本方向＞（三つの柱）ごとに節を分けたよで、 15の＜政策＞JI演にまとめています。
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～強みを生かした経済の躍動を実感できるために～
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｛路震14-"l訴害対震の推進 • - / ; ; ・2 ~）；＜；0 

｜：黒星楠さんとめさ持怜布持践での到割程正三三三三三主万三i':,&n1,;;1u;5，~；；；1ll
さまざまな主体がそれぞれの役割分担のちと、獣害対策に取り組み、獣害が減少することによ

り、人と野生獣との共生社会が実現し、県民の皆さんが安心して暮らし続けられる三重の実現に
つながっています。

｜現状と課題r
量獣害対策を集落ぐるみで行う「体制づくり」、侵入防止禰の整備などを行う「被害対策」、捕

獲などを進める「生息管理」、捕獲した野生獣を有効に生かす「獣肉等の利活用」に取り組ん
できた結果、農林水産業の被害金額は着実に減少しています。しかしながら、依然ヒして被
害軽減が実感されていない集落があることや、自動車等ヒの衝突事故など生活の安全・安心

が脅かされており、さらなる獣害対策の推進が求められています。

聞侵入防止禰の繁備後の管理など継続的な獣害対策活動を支援していくとともに、地域の状況
に応じたきめ細かな対策を進め、被害防止効果の高い取組にしていく必要があります。

•A I等の Ic Tを活用した効果的・効率的な捕獲の推進や、新たに被害が発生した地域にお
ける初期対応の徹底など、状況に応じた捕獲の強化を図っていくこヒが必要です。

置イノシシについては、豚コレラの感染源となっていることから、捕獲の強化や経ロワクチン

数布など、発生源の抑制対策が求められています。

園管理目標を定め、計画的な生息管理を行うことにより、野生鳥獣による被害を軽減し、人ヒ
の共生を進めていくこヒが必要です。

聞捕獲した野生獣のジビエ利用が l割程度に留まっている中、捕獲野生獣のより一層のジビエ
利用ヒ農山村地域の所得向上につながる地域資源ヒしての活用が求められています。

集落ぐるみの獣害対策を推進していく中で、地域住民の皆さんが、アクティブ・シチズンと
して主体的に取組に参画していただくことで、獣害の減少や住みやすさの向上、さらには農林
漁業者の生産意欲の向上や生きがいにもつながり、農林地の維持・再生が進みます。また、獣
害対策が進んでいく中で、人びとの地域への愛着が深まり、地域の野生鳥獣との共生の心が芽
生え、豊かに暮らすことのできる三重の実現に近づきます。

一4-
（本冊P78)



政策 I -4 暮らしの安全を守る

主担当部局：農林水産部

5費総量岩崎店主主逗 ·1;11i~i~i！~i&' !i.)if~fit主主主店主主主主三 10~0,:J•t1·：~i ；：·，~；；~，iii~. r11~ 5f~；；~~1@;il*'iiti1:il 

圃基本事業1 地域に応じた獣害対策による被害防止の推進
加害獣の種類や被害程度等地域の状況に対応した侵入防止櫛整備や環境整備等を進めるととも

に、農林水産業・生活被害の防止に隠係者ヒ連携して取り組みます。
また、豚コレラの感染拡大防止に向けた野生イノシシの捕獲重点エリアを設定した上で、銃猟を

効果的に活用するほか、わな設置数を増やすヒヒもに、 ICTの導入により見回り労カの軽減を図る
など、捕獲強化を図ります。

幽基本事業2 野生鳥獣の生息数管理の推進
科学的なモニタワングに基づいた生息数管理に取り組みます。特に、サル、ニホンジカ、イノシ

シによる被害の減少につなげるため、国の「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」（環境省・農林水産省）の
方針に基づき、計画的な個体数調整などに取り組みます。

調基本事業3 獣肉等利活用の促進
県が定めた「みえジピエフードシステム衛生・品質管理マニュアル」の普及や「みえジピエフー

ドシステム登録制度」の適正な運用等により、ジビエのさらなる安全性・品質の確保に取り組みま
すロまた、関係市町・団体等ヒ連携して、安定供給に向けた体制の強化や新商品の開発、販路拡大
などに取り組みます。

1三f：日バ三 千 f へ主指標戸川L •. • • •• • • << ・I 

田富醒置1 ＜~~~苦言ii > ..た：：：戸時；~~.~I明.｝＜： ><;•.1 

野生鳥獣による農林水産業
被害金額

イノシシ、シ力、サル、カワウ等によ
る農林水産業の被害金額

習j指標

目標項目一 現状値

イノシシによる被害が減少
したと実感する集落等の割
iコ' 

fコ' 

ニホシジカの推定生息頭数 捕ズタラ獲をカモ頭使デの数用生ル息、法し糞頭、）粒生数に密患よ度密り度、把目調握撃査効し（率た階腐このベホデイーン

食肉処設~勤で包解設体（処み理えジされピエた登野
みえジピ処三エ；；力理フ施、ーイ設ドノシでシス解シテ体のム・頭処に数登理録されさ録施設 野
れた食肉

生獣の頭数（ニホンジ力、イ た二ホシ
ノシシ）

4 ・S軍Z
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同事i（~~i)<i~~~~時融ゐ保全と活用 ./ Ai.. ..................... /•r ' ii] 

Ii，融持委主主栂持：之輔時差までの到達目標：））.＼二J三：三戸主主·B2~0i~f'_"_I 
県民の皆さんやNp O、事業者などさまざまな主体が、生物多様性をはじめとする自然環境を

自主的に保全・再生する社会が形成され、三重県の豊かな自然が継承されています。また、県民
の皆さんが、自然とのふれあいや自然資源の持続可能な活用を通じて、自然からの恩恵を享受し
ています。

｜沸騰と課題店主三三ux•· ff；三三：J山 i主

田 Np O等によって自主的に行われている生物多様性の保全活動は広がりを見せておリ、こう

した保全活動が持続的に展開きれることが重要です。また、県内の希少野生動植物穫の生怠・
生育状況を継続的に調査し、県民の皆さんと情報を共有するヒヒもに、保全活動者に対して
事業者等がサポー卜する「みえ生物多機性ノf－トナーシップ協定」を進めることで、これま
で以上に、持続可能な生物多様性の保全活動を促進する必要があります。

田県内の野生動植物が置かれている環境は依然厳しい状況から、希少野生動植物種の生息・生
育環境の保全に向け、大規模な太陽光発電施設の設置などの潟発等に伴う自然環境への影響
を軽減していく必要があります。

掴県内各地で、さまざまな活動団体によるエコツーリズムの取組が行われています。引き続き、
エコツーリズムの質の向上やガイド等の育成を進めるこヒで、取組を一層広め、定着させる
必要があります。

圃県民の皆さんに自然ヒのふれあいの場を提供するため、自然公園の施設整備や森林公園の適
正な維持管理が行われています。引き続き、自然公園施設の整備を進めるとともに、ニーズ
にあった公園管理やイベン卜の実施など、利用者の満足度の向上に取り組む必要があります。

県民の皆さんが、豊かな自然環境やそこで生きる動植物にふれあうことは、自然環境や生物
多様性の保全意識を高めるとともに、自然からの思恵を受ける機会となります。また、県民の
皆さんが連携して、自然環境や生物多様性の保全活動を進めることで、地域の魅力のさらなる
創出はちとより、地域の鮮を深めていくことにもつながります。
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政策 I -5 環境を守る

主担当部局：農林水産部

閣主要助動耐震恒三 01;1rt1￥！~；諜7 r1:t~z1~；： :i;';;2 w:i~ i'f!j r，＇~，1~~~ 店長§pJ（（：：自治｜

圃基本事業1 貴重な生態系と生物多様性の保全
生物多様性の保全に対する関心の高まりや大規模な開発の増加など、生物多様性を取り巻く社会

状況の変化をふまえ改定した「第3期みえ生物多様性推進フラン」に基づき、新たに自然環境保全
上重要な地域について明確化するなど、重要な自然環境や野生生物の保全、豊かな里地・里山・里
海の保全、生物多様性への負荷の抑制等、生物が豊かに住める自然環境の保全に向けた取組を進め
ます。

国慕本事業2 自然とのふれあいの促進
利用者が安全に自然公園を楽しめるよう、自然公園施設の維持管理に取り組むとヒもに、老朽化

や災害等で修繕が必要な公園施設等の繁備を計画的に進めます。また、民間団体等による自然公園
等の資源を活用したエコツーリズムの取組を促進します。

l'l')F？弓？ごと川弓守主指標fT三？？三三一二三一＼（

ιι甲持Bil
自然環境の保全活動団体数

部指標

－・・諸国＝置 現状値

希少野生動植物種の保全活
動や貴重な生態系の維持団
復活動の実施率

自然体験施設等の利用者数

令和5年度

の恩標値

-7-

絶滅のおそれのある野生動植物穫の
保全活動および里地・里山・里海等の
保全活動を継続している実施図体数
の合計

罰標項自の説明

県のる動指保をう全実定ち施お活、特動よしたびおに割保冨よ合内護ひ希が生少必態野要系生維な動穏持植回に物復対穫す活

施森林設公、長園や距離自然自環然境歩の道情等報のを伝える
施設の利用者数 自然体験

（本冊P85)





政策 II -5 地域の活力の向上

主担当部局：農林水産部

ヨ糊義語冨~l~＊Kq*wj＇強震霧露喪主［~！~~l露言言言宗三：；；Z震震雲諒·~~~議~~1w皇室重量i

国基本事業1 人や産業が元気な農山漁村づくり

国内外の人びヒがより長い滞在・交流の促進を図るため、さまざまな主体ヒ連携し農山漁村地域

の資源を活用したビジネス創出の取組などを促進します。また、健康の視点を加えリニューアルし

た「三重まるごヒ自然体験構想」をさらに促進させ、市町を越えた連携による「食」「泊」を組み合

わせた滞在交流の推進や、効果的な情報発信などに取り組みます。

幽纂本事業2 農山漁村の有する多面的機能の維持・発揮

農山漁村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、農村地域における農地・水路・農道等の

地域資源の保全や景観形成などに向けた共同活動や、中山間地域等における持続的な農業生産活

動、環境保全効果の高い営農活動を支援します。

圃基本事業3 安全・安心な農村づくり

安全・安心な農村づくりを図るため、農業用ためj也、排水機場等の老朽化対策および耐震対策等

を計画的に進めるヒヒもに、ハードヒソフトの両面から防災・減災対策を推進し、地域防災カの向

上などに取り組みます。

I•＇＇山＼··＞••...ミ川町主指標ミ，..三三P尽力＜η

｜三日に川三~；；＇~we'.. I ？ぺ山三隠標項百台恒注：i
人主と f三川丸ぷ·＞五♂）／ふふ·•·I

農山漁村の交流入口

意l指標

目標積回

多面的機能維持・発揮のため
の地域活動を行う農業集落
率

ため鴻および排水機場の整
備により被害が未然に妨止
される面積

現状値

~－···ー哩~司Im.

令事自5年度の

目標値

一9-

一議員三百下手.J:J:

農山漁村において、農山漁村の暮ら
し、食文化、農林水産業等を身近に体
験することのできる施設（観光客実
態諮査対象施設を除く。）の利用者数

呂様項目の説明

農有割る合業すた集める溶多の額地の域約う機活ち、 農のに維取業持おり組よ・発びむ揮農集村の
喜る日 能動 を落図の

耐事然震鰐こ対防策止おされ動よるび面長積寿命討化の緊急議性が

（本冊P125)





政策現－ 1 持続可能なもうかる農林水産業

主担当部局：農林水産部

同糊〕掛：；l~~l~，1~：］li~t；；~~／i~~~，~rE~~ ＇~iifa~~iili~fi~~，＠滋：認識：懸 ~f!i§,W~，＼i~護！！~~~~：：皇室 ~r~~w~~1g~：iwm li＇~l 1.:il~ 

調基本事業1 新価値創出と戦略的プロモーションの展開
多分野連携のフードイノベーションの促進やAI ・ I o Tなど先端技術の積極的な活用により、

新たな高品・サービスの創出に取り総みます。また、東京 2020オリンピック・パラリンピックの

成果等をフル活用した戦略的なプロモーションを、生産者や企業等ヒの連携を強化しながら展精し
ます。

田基本事業2 農林水産技術の研究開発と移転
農業・畜産・林業・水産の各研究所において、新しい技術・知恵・情報を組み込みながら、農林

水産技術の開発研究に取り組むヒともに、開発した技術の農林水産事業者等への移転を進めます。

闘基本事業3 ブランド力向上の推進
農林水産物のプランド化支援や6次産業化等を担う人材の育成を通じて、新たなブランドカの向

上に取り組みます。また、さまざまな主体ヒ連携を図りながら、県産農林水産物が有する本質的な
価値に触れる機会を提供します。

圃基本事業4 農林水産業の国際認証取得の促進と活用
農林水産業の函際認証取得に向けた取組を加速きせるヒヒもに、認証を取得した農林水産物の供

給体制やプロモーションの強化等を図り、国内外における販路開拓・拡大を進めます。

主指標

・・= 闇
「みjやえ新フたーなドブイラノンペド←認シ定ヨ
ンj か
ら生み出される県内事業者
の商品等の売上額（累計）

現状値
需主事日5年度

の目標値
目標環巨の説明

｜榔韓三，，；~三二一一山
ゲの周穣倍：；ー：主；；主：早いど自の詳店1Tii.: ii 

産能最長函 11 II l韓関剰融
県産農林水産物のブランド
カ向上に取り組む事業者数
（累計）

農林水産業の国際認証等を
活用した取引件数（累計）

一11-

農林水産物のブランド化支援や6次
産業化等を担う人材の育成を通じ
て、新たにフラシドカの向上に取り
組んだ事業者数

農林水産業の冨際認証等（GAP、F
s C、水産エコラペル等）を活用した
取引件数

（本冊Pl33)





政策 III-1 持続可能なちうかる農林水産業

主担当部局：農林水産部

E樹附議事2；！~！~i!f! ~；＇l!P!！＇~＼，if#;§IM'r~ ~~J~W~＇iisii crr$%t! ！），~；！） ~＆vff~ti，~~w~三~&f~3l~iJtl~~；：警護喜怒~＇I！三； iKifw~l：三；j

量基本事業1 持続可能なちうかる農業の実現

国内外の新たな需要を取り込みながら、ブランド米や麦・大豆・飼料用米等水田作物の生産拡大

ヒ、野菜の加工・業務用需要や果樹・伊勢茶の輸出への対応など多様な流通に対応できる戦略的な
園芸産地の育成などに、 Ic T等の活用によるスマー卜化を進めつつ取り組みます。また、稲・麦・

大豆の優良種子の生産と安定供給に取り級むとヒもに、生鮮食料品の安定的・効率的な供給に向け、
卸売市場の適正運営を図リます。

置基本事業2 持続可能なもうかる畜産業の実現
畜産物の高品質化や生産コストの低減を進めるヒヒもに、国内外への販路拡大の促進や食品事業

者ヒ連携したエコフィードなどによる高付加価値化等に取り絶みます。また、基幹食肉処理施設の

機能充実ヒ必要な施設整備の検討を進めます。

圃基本事業3 農業の多様な担い手の確保・育成
農地中間管理事業を活用し農地集積・集約化を加速するとともに、雇用カのある農業法人や若き

農業ビジネス人材、新規就農者を育成するための取組等を進めます。また、多様な農業経営体や集

落営農組織の育成、地域活性化プランの推進等に取り級みます。

置基本事業4 強い農業のための暴銭づくり
「三重県農業農村整備計画」に基づき、大区画化やパイプライン化などの高度な生産基盤の整備

を計画的に進めるヒともに、農業振興地域制度や農地転用許可制度の適切な運用により、優良農地
の維持・保全を図ります。

主指様

令和5年度
目標項目 現状傍 目標項目の説明

の毘標値

農業産出等額 器語！8静ピ

一亘書m1三 瞳臨盟
ゐ－!fl諸：，3go

山~＝E昂llo
-u＇地令官室『窃干ヨヨ； I:

百九王子一i II 開義輩出記号

需韓関｜ ｜ ｜障問室長調~500 万
吉野鰐薬品し吋l II Iii謀議器官襲警鐘

一13- （本冊P135)



｛蹴：~t~...... 林業ゐ振興と森林均＼勺／（~；~巳＼＂＜＇：000§~！／µff（｛~［~！（~ 

［真由民おとめさま書記絹E縁結何重白書i＇£－~dJl~＆f'ilii~f~~ ：三｜
循環型資源であ否県産材が社会のあらゆる場面で活用され、林業活動がビジネスとして活発

に展開されることにより、森林資源の持続的な活用と育成が進むととちに、県民の皆さんがさま
ざまな形で森林づくりに参画しています。

｜現状と課題たた：ii''5 iiti0 i / ;<c<<ifへ三；三三三三三主主主：； ¥Y'; 't~ ＇：1;il 

・水源滋養や国土の保全、地球温暖化防止など、森林の持つ公益約機能を十分に発揮きせるた
め、間伐等の森林整備を促進するヒともに、市町を主体ヒした適正な森林の経営管理を円滑

に進める必要があります。また、集中豪雨や台風等による豪雨災害が多発するなど、自然災
害の発生リスクが高まっており、「災害に強い森林づくり」をより一層進める必要があります。

竃県内の森林資源の大半は、本格的な利用時期を迎えているものの、木材価格の低迷による採
算性の悪化などから、その多くが伐採されず、活用きれない状況が続いています。一方で、
大型合板工場や木質バイオマス発電所の稼働によって合板用途や木質チップ原料の需要は増
大しています。このため、森林資源の循環利用による持続可能な森林経営を促進するヒヒも

に、森林施業の低コスト化や生産体制の強化を留り、素材生産量の増大に取り組む必要があ
ります。

田人口減少社会を迎え、住宅着工戸数が伸び悩む中、 i*J装材等木材の建築用途でのさらなる利
用促進、公共建築物や商業施設等中大規模の非住宅建築物等の需要の獲得など、新たな販路
の拡大に向けた取組を推進し、県産材の需要を拡大していくことが必要です。

国林業従事者が減少傾向にある中、森林・林業の振興や地域の活性化につなげるため、「みえ森
林・林業アカデミー」において、新たな祝点や多様な経営感覚を持った人材の確保・育成に
取り組んでいます。引き続き、社会状況の変化やニーズに対応した講座を実施し、産学官の
連携のもヒ、次代を担う林業人材を育成していく必要があります。きらに、白伐型林業など
さまざまな主体による自立的な林業活動を促進する必要があります。

圃森林は県民共有の財産であるヒの認識のもヒ、森林づくりを社会全体で進めるためには、森
林づくりに取り総む活動団体を増加させ、森林環境教育や木育を推進する必要があります。
また、指導者や活動団体ヒ学校などをつなぐコーディネート機能の強化や、森林環境教育・
木育活動のフィールドや施設の整備、活動指導者の確保・育成が必要です。

中山間地域の貴重な産業である林業を活性化することで、若者やU• Iターン希望者などの
働く場を創出するだけでなく、中山田地域の資源を生かした新たな森林・林業ピラネスを創造
できる人材の育成や、そこで生活する人びとのつながりや鮮を深めることにつなげます。
また、森林づくりにさまざまな形で県民の皆さんが参画するとともに、家庭や子育てにおけ

る f木づかいJを促進することで、森林や木材への親しみが深まり、次世代に豊かな森林を健
全な形で引き継いでいく意識の醸成につなげます。

-14-
（本冊P136)



政策 班－ 1 持続可能なもうかる農林水産業

主担当部局：農林水産部

：糊財閥；； i#§i i~ .！~； 'i'@,19if£!ytt~~＃~l 'i1~~lJf:1！~＼；＇： :lwliINIT£ii~~ffi~）~~~＇i ~［~J~l;l,;li ＇！~I諮1~i1~~l！%？~il；器撤｜

聞基本事業1 森林の適正な管理と公益的な機能の発揮
森林の多面的機能を高度に発揮し、持続可能な森林づくりを行うため、森林ゾーニングに応じた

適正な森林管理を行うヒヒもに、樹種や林分構造が多様な「構造の豊かな森林づくり」を進めます。
また、適切な森林管理を推進するため、森林資源情報の効果的な把握と活用に努めるとともに、新
たな森林経営管理制度を活用した計画的な森林整備を促進します。さらに、頻発する台風や集中豪
雨等から県民の命ヒ暮らしを守るため、「災害に強い森林づくりJ を進めます。

・基本事業2 f緑の循環Jの推進と県産材の利用の促進
利用期を迎えた森林資源を活用し、「植え、育て、収穫し、また植える」緑の循環を確実に進める

ため、持続可能な林業生産活動を促進するとともに、林業・木材産業の競争力強化ヒ、暮らしの中
のさまざまな場面で県産材が利用されるよう、県産材の利用の促進に取り組みます。

圃基本事業3 林業・木材産業を担う人材の育成
森林の適切な管理や林業・木材産業の競争力強化に資する高いスキルを持った人材、地域を担う

新たな視点、多様な経営感覚を持った人材の育成および新規就業者の確保に取り組みます。また、
市町ヒヒもに地域の森林経営を担う、意欲や能力の高い林業事業体の育成に取り組みます。

薗基本事業4 みんなで支える森林づくりの推進
「県民全体で森林を支える社会づくりJを進めるため、さまざまな主体に森林づくりに必要な情

報の提供を行います。また、「みえ森ヒ緑の県民税」を活用し、市町による地域の実情に応じた森林
づくりを促進するほか、森林環境教育・木育の総合窓口である「みえ森づくりサポートセンター」
を核とした連携促進などの「仕組みづくり」、県民の皆さんが森林の役割や大切さを体感できる活
動の「場づくり」、指導者への研修会の開催などの「人づくり」に取り組みます。

ll II II ~P9c~~cng柑の供給量
｜：銅線~＂ 1.•;c(\l1c ！：γ川，！ > ¥;< •••. .>J ~JJil聞の棚u ;cl 
hの目標鏑？ム ι川 心 ロー川一川

副指標←

令和5年度
目標項目 現状億

の目穏健
目援項目の説明

森的なの林面どと積公のし公て的益な、環主的機境体能等林ををが高実中施め心ることを目公益的機能増進森林整備面
にし県たや間市伐等町

積（累計）

林業人材育成人数（累計） ｜｜｜｜ おfみいえて森研林修を・林受業講アしカたデ人ミ数ーJなどに

地域に密着した森林環境教 小教受に応育学講や校じし木て区、育現を実の施単に指位活す導動ると者指がし数て導可者能、地養な域成森林の講実座環情境を
育・木育指導者数

官。
ー

（本冊P137)
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L施策31~0••＜•：水産業の振興

i旦堕単位壁埜Z«融持展君主主酒量瞳~ir ＇； ；：三：：三主主~~三｜
水域環境の保全を図りながら、水産資源の適切な管理や競争力のある養殖業の確立ととちに、

多様な担い手の確保や水産業者等の経営力の強化などにより、水産業が安定的に継続されるこ
とで、県民の皆さんの多様な二一ズに応える水産物が供給されています。

｜調訴と課題（＋••·：；三三三J：日γ三三：：

置漁場環境の悪化や資源、量の減少、消費者の魚離れなど本県の水産業を取り巻く環境が厳しい
中、将来にわたって、漁業が継続的に行われ、漁業者が一定以上の所得を確保できるよう、
水域環境の保全を図りながら、水産資源の適切な管理に基づく維持・増大、競争カのある養
殖業を確立していく必要があります。

掴漁業就業者の高齢化ヒ減少が急速に進む中、さまざまな世代の漁業者がいきいきヒ働き、次
の世代に確実に継承できる魅力ある水産業を確立できるよう、多様な意欲ある若者が漁業に
就業し、漁業者自らが高い付加価値を創出するなど、多様な担い手の確保・育成や水産業者
等の経営カの強化を図っていく必要があります。

・南海トラフ地震など大規模地震発生の緊迫度がより高まるとともに、台風や豪雨など頻発・
激甚化する風水害等への対応の強化が求められる中、災害に強く持続的で生産性が高い水産
業と安心で快適な漁村を構築できるよう、生産性が高い水産基盤の整傑ヒ活力ある漁村づく
りを推進していく必要があります。

将来にわたって、水産業が安定的に継続されるよう、県、市町、水産事業者および県民の皆
さんが連携して、水産業や漁村の持つ多様な役部の発揮に向けた取組を進めます。また、多様
な水産業の担い手の確保・育成に向け、漁村への定着を支援する取組を漁業者や関係機関と連
携して進めます。さらに、地震や頻発・激甚化する風水害等に対し、漁港で働く人びとが、安
心して生産活動に取り組めるよう、水産基盤の整備を進めるととちに、水産業Bc p （事業継
続計蘭）の策定に取り組みます。

-16-
（本冊Pl38)



政策 ill-1 持続可能なちラかる農林水産業

主担当部局：農林水産部

融面富恵三百三~t~［i~＇iM!\Wilif~~i*igi's'.8 r,1Jil !'J~~ li1~0 ：：；：三主主主主主1
圃基本事業1 水産資源の維持・増大と競争力のある養殖業の確立

生産が持続的に可能な水産業を確立するため、科学的知見に基づく実効性が高い新たな資源管理
体制の構築、海女の主要な漁獲物であるアワビ資源の増大など効果的な栽培漁業の推進、地元漁業
者ヒ連携した密i魚、防止対策等に取り組みます。

また、安全で安J心な養殖水産物の安定供給や養殖業の競争カ強化のため、養殖環境の保全、 AI 
等の ICTを活用した養殖業のスマート化による生産性・所得の向上等に取り組むヒヒもに、三重
県真珠振興計画やみえの真珠振興宣言に掲げた生産性・品質向上や海外への情報発信等の取組を着
実に進めます。

覇基本事業2 多様な担い手の確保・育成と経営力の強化
多様な担い手確保や漁業者の経営カ向上のため、漁師塾や真珠塾などによる新規就業者の定着支

援、 AI技術等を活用した作業の効率化・省力化等による働き方改革の促進、漁業経営体の協業化・
法人化などによる若者に選ばれる経営体の育成、「居ぬき」の物件をあっせんするなど事業承継の
仕組みづくり等に取り組みます。

また、高い付加価値の創出に向けて、水産物輸出の促進、首都留等への県産水産物の販売促進、
衛生管理の高度化、海女漁業の魅力発信等に取り組みます。

国基本事業3 災害に強く生産性が高い水産基盤の整備と活力ある漁村の構築
地震や頻発・激甚化する風水害等からの被害を軽減し、安全で生産性の高い水産業や安心で快適

な漁村を構築するため、漁港施設および海岸保全施設の地震・津波対策の実施や、水産業BCP（事
業継続計画）の策定、予妨保全が必要な施設の計画的な補修・補強、干潟・藻場の再生・保全、漁
場の環境改善等に取り組みます。

｜三三三三三＜ti必ι生指標三三三一ヒ三三三］
[i1[0i＼／＞言問自－：三｜

陪竺 ll II ｜｜海時

部指標

医療項目 一現状値
... RヨE

－・＂＇市町主 1:r福亭司：1:

f浜の活力再生プフシj策定
漁再業所業生所得プの得ラ増のン加向j率上の策を掲定地げる 「浜の活力漁地区における漁業所得の増 区における

加率

沿岸水産資源の資源評価対 本め県るの資沿源岸評水価産対資象源種漁漁獲獲量量？田？！之のに割占
象種漁獲量の拡大 €＇コ、

拠点漁港における耐震・市j）章
県整る備管耐延理震長の・生耐産津波・流対通策拠を行点漁っ港た施にお設のけj皮対策を行った施設の整備

延長（累計）

注） 1 海商漁獲量からマク‘ロ類、イワシ類、ブυ類など広域間遊水産資源を除外した漁獲量の直近備。
注） 2 資源解析モデル等を用いた高精度の資源評価に限定。
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［参考資料】第三次行動計閏（仮称）（中聞東）政策体系の見麗し案一覧表
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再三市二、主百薙蓬
地護国体地達自体2411競技スポーツの推謹

地建国体

震薦観光

殖罵

雇用

雇焔

聞
一
駐
一
醐
一
駐
一
一
時

巡答率雲監翠
戦企

総務

総務

盟塾
職金
総逮

県土

百世界の三車三重13311世界から選ばれるZ重の盟光
から世界へ 13321三重の職時曲な営業活動

I 3331国際展開の推進

4多様な人材が活曹｜出11次代を担う若者の県内定着仁向けた就泊支握
できる雇用の推進

時 13担｜多様な働き方の推進

b安心と活力をさ恒み13511道路網 港湾整績の推進
出す基盤 13521安心を支え未来につなげる公共空軍の充塞

353 I童全で快適な住まいまちづ〈り
3541水費源の曜艶と土地の計薗的な利用

17撞聾
) 58撞量（合計）
民匙遺書出•lti''' J議 必1

' 11 fみえ県毘力t>！！•ョン」の
21行財政改革の推進によ
31軒財政改革の推進によ
4適正な会計事轄の瞳保
5広臨広の覧事

6スマート自習体の推進
7公共事推進の支哩
7極策

観主霊長
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地進国体

庭用

庭用

雇用

躍周

雇用

雇用

短周観光

謹飼

雇用

震沼

県土
地遮

県土
地逮

2421地域スポーツと障がい者スポーツの推進




